
横浜天声キリスト教会　週報第 22 巻 18 号（No.844）　2026 年 5 月 3 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･････････････････ ヨハネ 4:14
*賛美　････････････････ ３０５番　春風そよふくごと

*交読文　･･････････････４３番

*使徒信条　･･･････････ 会衆一同

*頌栄　･･･････････････ １７１番　はとのごと降る

礼拝のための祈り　････ 吉留淳子　伝道師

聖餐式　･･･････････････ ２８１番　しみもとがも

ワーシップダンス　･･････ゴスペル・ア・ボイス

メッセージ　････････････ いのちの水の川を開く鍵：悔い改め(エゼキエル 47:9)

御言葉を適用する祈り･･ 会衆一同

特別賛美　････････････ よみがえりの主　　　１７２６

幸せと成功の宣言文 ･･･会衆一同

献金感謝の祈り　･･･････増田高章　牧師

報告　･････････････････

*主の祈り　････････････ 会衆一同

*祝祷　 パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（ご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　イエスは答えられた。「この水を飲む人はみな、また渇きます。しかし、わたしが与える

水を飲む人は、いつまでも決して渇くことがありません。わたしが与える水は、その人の

内で泉となり、永遠のいのちへの水が湧き出ます。」

＿＿はイエスに言った。「主よ。私が渇くことのないように、ここに汲みに来なくてもよいよ

うに、その水を私に下さい。」(ヨハネ 4:13-14)

さて、祭りの終わりの大いなる日に、イエスは立ち上がり、大きな声で言われた。「＿＿は

渇いているなら、わたしのもとに来て飲みなさい。わたしを信じる＿＿は、聖書が言って

いるとおり、＿＿の心の奥底から、生ける水の川が流れ出るようになります。」（7:37-38）

今月の御言葉　エゼキエル 47:9

「この川が流れて行くどこででも、そこに群がるあらゆる生物は生き、非常に多くの魚がいるようになる。この

水が入ると、そこの水が良くなるからである。この川が入るところでは、すべてのものが生きる。」

　今月の御言葉は、エゼキエルに与えられた幻、主の宮から流れ出る「いのちの水」の幻です。預言者エ

ゼキエルは、主から示された新しい神殿を、はかりざおで計っていった後、戻ってくると、神殿の敷居の下

から水が流れ出ているのを見ました。その水は、初めは足首ほどでしたが、計っていくうちにそれは膝の丈

に、さらに計ると腰の丈に、そしてついには、泳がなければ渡れないほどの、大きな川となっていきました。

　その川が荒野へ、死海の方へと流れて行くと、いのちが無かった所にいのちがみなぎり、魚が群がり、そ

れを求めて漁師たちも群がり、その両岸には、あらゆる果樹が生長し、その葉も枯れず、実も絶えることが

なく、毎月、新しい実をつけるようになりました。　みなさまは、その恩恵を受けたいでしょうか？

　この幸いな預言は自動的に実現するものではなく、悔い改め（メタノイア：方向転換）をする人のものです。

エゼキエル書の前半は、厳しい裁きの預言が続きます。イスラエルの民が主に背を向けていたからです。

8 章を見ると、実に、主の宮で忌まわしいことが行われていました。まことの神を礼拝するべき場所なのに、

人々は別のものを拝んでいました。女達はタンムズのために泣き、内庭では、主に背を向ける形で、太陽

を拝んでいました。主の宮にいながらにして、主に背を向け、別のものを、たいそう大事にしていたのです。

主に背を向け続けた結果、霊的に腐り、社会は崩れ、神殿は破壊され、異邦人に支配されてしまいました。

　私達は、教会にいながらにして心は神を抜きに考えてはいなかったでしょうか。イエス様の名を口にして

おりながら、イエス様のためには泣きはせず、別の事のためは泣く。そのような姿勢ではなかったでしょうか。

　エゼキエル書の後半の幸いな預言は、神に背を向けていた状態から、神へと向きなおる事によって起き

る約束です。悔い改めとは、ただ口先で「悪かった」と言う事ではなく、向きを変えて、それを実行すること

です。主の警告を聞いたなら、それを心の中で咀嚼し、反芻し、実際の行いによって実を結ぶことです。

　バプテスマのヨハネは言います。悔い改めにふさわしい実を結びなさい。自分はアブラハムの子孫だな

どと安住してはならない。斧はすでに置かれている。良い実を結ばない木はすべて切り倒され、火に投げ

込まれる、と（ルカ 3:8-9）。エゼキエル      47      章の幸いな預言は、この「悔い改めた者」にこそ実現するのです。

　神殿から流れ出る水は、死海をも生かします。どんなにいのちが無い所でも、どんなに希望がないように

見える人生でも、イエス・キリストというまことのいのちの水が入るなら、そこに新しいいのちが始まります。

　この、いのちの水の源は、イエス・キリストです。主を信じる人は、いつまでも決して渇くことがなく、その人

の内で泉となり、永遠のいのちへの水が湧き出て、いのちの川となって流れ出ます(ヨハネ 4:14,7:38)。
　死海のようだった人生が、人を生かす川の通り道となり、かつては塩地のようにいのちが無く渇いていた

者が、御霊の流れを運ぶ者となっていく・・・。これが、イエス様によって与えられる新しいいのちです。

　「しかし、その沢と沼は水が良くならず、塩を取るのに使われる。」(エゼキエル 47:11)　「沢」は原語的に

は沼地や湿地帯を意味し、「沼」は貯水池やプールのように、人為的に水をため込む所を意味します。

つまり、せっかく素晴らしい御言葉を聞いても、ただ受けるばかり・もらうばかりで、「行い」によって流し出さ

ないなら、その人はいのちで満ちる事はなく、ついには塩の柱となってしまうのです。

　今日、主は私たちに呼びかけておられます。「背を向けていたところから、わたしへと、向き直りなさい。」

回復への入口は、「悔い改め」です。神へと向きを変えることです。イエス様へと心を向けて、祈りましょう。

　「イエス様、私はあなたに背を向けていました。」「自分のために生き、自分の中にため込んでいました。」

「どうか私を赦してください。」「あなたのいのちの水を私にください。」「そして私を、いのちを流し出す者に

してください。」　主は、砕かれたたましいを決して軽んじられません。悔い改める人は、死海のような人生

だった所から回復が始まります。回復された人が行くところは、すべてのものが生きる奇跡が起こされます。

　いのちの水の源であるイエス様から、水を受けて流し出す人となって、私たちの生活に、家庭に、この町

に、この国に、いのちを回復させていく私たちでありますように。イエス様のお名前によって祝福します！



集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝            礼拝 11:30
English Service      　　      14:30

日々の集会

月～金　早天祈祷会　   5:00～
火・木・金　賛美と祈りの集会

                                 13:00～
火～木　夜の祈祷会　   19:00～
水曜礼拝

　1部                            　13:00～
　2部                            　19:00～
金曜祈祷会                    19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております

youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

〒231-0058
神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅 

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分 f

大通公園沿い、伊勢佐木警察署の向かいにあり、

1F がファミリーマートになっております。
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